
（別紙３）

～ 2026　年　３　月　27　日

（対象者数） 33名 （回答者数） 9名

～ 2026　年　３　月　27　日

（対象者数） 4名 （回答者数）
4名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

グループ以外の子どもたちとも関わる機会を持てるよう、固

定のグループ療育以外にも利用できる日を設定する予定で

す。

2

研修を通して、専門性の向上を図っていきます。

3

家族支援の充実が図れるよう、研修の機会を設けます。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

祝日等で利用できる日数が減ってしまった場合には可能な限

り振替の日を設けるなどして対応する。

2

開催回数を増やしたり、開催日時を工夫し、参加しやすい体

制を整えていく。

3

市内で行われている行事などに積極的に参加できるよう検討

していく。日頃から情報収集に努め、交流の機会を見つけ

る。

子どもたちが安心して楽しく過ごせる支援を提供していま

す。

少人数のグループ療育で、固定のメンバーで活動しているの

で、安心して過ごすことができます。

職員間で日々の情報共有を行い、一貫した支援を行えるよう

に心がけています。

活動内容が偏らないよう、幅広く様々な活動に取り組んでい

ます。

利用回数が少ない中でも様々な経験が積めるよう、子どもた

ちの日々の様子を観察しながら活動内容を考えています。

子どもたちが楽しみに来園できるよう、園だよりを発行し、

活動内容を事前に伝えています。

保護者の方と日々の様子の情報交換の機会を設けています。 活動の内容、取り組んだ様子を毎療育後に保護者の方に伝え

る時間を設けています。また、必要に応じて相談・助言を行

い、職員と保護者が共通認識が持てるように意識していま

す。一貫した助言ができるよう、受けた相談は必ず職員間で

共有しています。

地域交流の機会が少ない。 地域とのつながりを意識した活動や、交流の機会が十分設け

られていない。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

利用回数が少ない。 児童発達支援と多機能で行っており、1日の定員を超えない

ようにしているため。

保護者の交流の機会が不十分。 保護者が集まって交流できる機会は設けているが、開催回数

が少なく、参加できる保護者が限られた。

2026　年　３　月　16　日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2026 年  3 月  30 日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 井原あゆみ園（放課後等デイサービス）

○保護者評価実施期間
2026　年　３　月　２　日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


